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2018年 5月に「ＩＴ人材白書２０１８」が IPA（情
報処理推進機構）より刊行された。内容を一部紹介
する。ＩＴ人材として今後社会で活躍するために勉強
している学生，指導教員の参考にしていただきたい。

■ 1．今年度ＩＴ人材白書の背景

現在，私たちの暮らす社会は，急速にデジタル化
が進み「Society5.0」の時代を迎えつつある。
「Society5.0」の概要説明を内閣府ホームページか
ら引用する（図１）。
人類社会は，狩猟社会（1.0），農耕社会（2.0），
工業社会（3.0），情報社会（4.0）と技術革新に伴
い変化してきた。そして今，デジタル技術による社
会変革が進み，新たな社会（5.0）を迎えつつある。
コンピュータ技術の進化は，私たちの社会を格段に
効率化し，またインターネットの発展は情報を世界
中の人達が同時に得られる環境，そして個人が世界
中に情報を発信できる環境を作り出した。国，地域，
企業と従来の情報の壁を取り去り，インターネット
を通じグローバルに情報が共有される社会となっ
た。またコンピュータは生活の中に密接に関わるも
のとなった。例えば，自動車に搭載された GPSを
使った NAVIシステムを使って運転することで知
らない土地，知らない道路でも目的地に効率よく到
着できるようになった。また誤発進抑制や自動ブ
レーキ等，安全をサポートする機能も車に装備が進

んでいる。これは情報社会の変革の一つであるが，
従来の情報化技術を基盤として新たな社会環境が進
みつつある。NAVIを使い人間が車を運転すること
から，車自体が NAVIシステムを使って目的地に
自動的に人間を運ぶこと（自動運転）が進んでいる。
自動運転が進むと従来の移動の概念が変わってい
くであろう。オフィスや家庭で仕事をしている形態
のまま移動先に到着し，従来移動により生じる時間
の分断が無くなってしまう可能性がある。

AIとロボット技術の進化は人間から単純労働や危
険な作業から解放していくであろう。今後どのよう
な社会を作り上げて行くかは人間の意思によるが，
急速に社会のしくみや環境が変化するのは間違いが
ないであろう。こうした社会変革を目の前にして，
今ＩＴ事業やＩＴ業務はどう変わろうとしているの
か，ＩＴ人材がどのようなスキルを期待されている
のかを「ＩＴ人材白書２０１８」から紹介したい。

図１　Society　5.0（内閣ホームページより引用）
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■ 2． デジタル変革時代におけるＩＴ事業 ･ ＩＴ
業務の傾向

「ＩＴ人材白書２０１８」では社会変革にともな
い，ＩＴの活用方法が従来の課題解決型のＩＴ活用
から価値創造型のＩＴ活用へと変化しつつあるとの
仮説からＩＴ企業の事業およびユーザ企業（一般企
業）の業務を「課題解決型」と「価値創造型」に分
類している（図２）。

図 2　 特性の違いによるＩＴ事業とＩＴ業務の分類（ＩＴ人
材白書２０１８引用）

ＩＴ企業のＩＴ事業とユーザ企業のＩＴ業務のそ
れぞれについて，価値創造型と課題解決型のどちら
を拡大しているかが調査されている。いずれも価値

創造型の事業および業務が拡大傾向であることがわ
かる（図３）。

■ 3．ＩＴ人材に求められている「質」の違い。

ＩＴ企業，ユーザ企業ともに従来の課題解決型よ
り価値創造型のＩＴ事業，ＩＴ業務を拡大している
現状が見え，今後ＩＴ人材が価値創造型のＩＴ事業，
ＩＴ業務に仕事として関わることを求められること
が多くなっていくが，これらの仕事に必要とされる
ＩＴ人材の質とは何か，従来と変わっているのかが
調査されている。
従来の課題解決型に比べ価値創造型で大きく変わ
るのは「独創性・創造性」「新しい技術への好奇心
や適応力」である。また課題解決型，価値創造型に
共通して不足している質は。「高い技術力」，｢ＩＴ
業務の全般的な知識 ･業務ノウハウ｣ ｢自発的に動
く力｣，｢問題を発見する力（探索能力）・デザイン力）
である（図４および図５参照）。

■ 4．まとめ

デジタル技術による社会インフラの変化，ビジネ
スモデルの変化は急速に進んでいる。そしてそれを

担うのはＩＴ技術者であり，
「Society 5.0」を進める主役であ
る。
社会から大きな期待を持たれて
いる。その分，技術者の質にたい
する要求は高くなっている。技術
を磨きその期待に応えることがで
きればＩＴ技術者の未来はとても
明るい。
磨くべき質は，「独創性・創造性」
｢問題を発見する力（探索能力）・
デザイン力）｣「新しい技術への好
奇心や適応力」「高い技術力」｢Ｉ
Ｔ業務の全般的な知識 ･業務ノウ
ハウ｣ ｢自発的に動く力｣ である。
是非研鑽を重ねていただき社会
の期待に応えられる人材になって
いただきたい。なお，私が担当し
ている「ロジカルシンキング」の
授業は「独創性・創造性」｢問題
を発見する力（探索能力）・デザ図 3　ＩＴ事業 ･ ＩＴ業務の拡大傾向 ｢ＩＴ人材白書２０１８｣ より引用
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イン力）｣ の基礎能力を高めるトレーニングを行う
ので興味のある方は是非受講してください。
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図５　ユーザ企業における不足している技術者の質（ＩＴ人材白書 2018 より引用）

図４　ＩＴ企業における不足している技術者の質（ＩＴ人材白書 2018 より引用）


